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悪性血管内皮細胞腫の一例 頭蓋底手術を要した再発性上顎癌の1例
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【症例】77歳、男性。平成9年1月中旬、左頭
頂部の結節に気付く。2月上旬より隆起し始め、
2月■■一に出血するようになった。その後、近
医外科にて切開排膿試みるが、排膿なく、2月　＝
■当科に紹介受診した。初診時、左右頂部に自覚
症状のない出血を伴う結節とその周囲に紅斑を認
めた。精査加療目的にて3月一c入院となる。初
診時、頭頂部を中心に紅斑が広がっており、その
中に多数の結節を認めた。また、結節の一部から
は出血が見られた。触診上明らかなリンパ節腫大
はみられなかった。入院時の検査で、末血、生化
学的検査に異常を認めず。また、全身CT、骨シ
ンチ、Caシンチにて、転移巣を認めなかった。
【臨床経過】臨床所見より血管肉腫疑い平成9年
3月7日皮膚生検術を施行し、悪性血管内皮細胞
腫の診断を得た。3月　　1、上甲状腺動脈より
カテーテルを挿入し、IL－2動注療法開始した。
開始初期は著明な効果が認められたが、再び増大
してきたため、縮少目的で6月■、●の二日
間腫瘍辺縁の一部にPhotofrinによるPhotodynamic
Therapyを施行した。施行部の腫瘍表面は壊死
に陥り、効果があったように見えたが、6月■圃
の皮膚生検にて、真皮下層に腫瘍細胞の残存を認
めた。結節部より血性浸出液の漏出が続き、貧血、
低蛋白血症が著明になったため、6月　　一，姑息
的に腫瘍切除術および植皮術を施行した。手術後
7日間には植皮部、両眼囲、両頬部に腫瘍の新生
を認め、徐々に増大してきた。7月■團より電子
線を総量50Gy、腫瘍部に照射したが、腫瘍の増
大を抑制できなかった。敗血症、DIC、MOFを
併発し、初診後181日目に死亡した。
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　近年、頭頚部腫瘍の頭蓋底浸潤症例においても
手術が積極的に行われるようになっているが、口
腔外科領域からの報告は少ない。今回われわれは
側頭筋骨膜弁および前頭筋骨膜弁を頭蓋底再建に
応用した頭蓋底手術の一例を経験し、良好な結果
を得たので報告する。症例は49才男性で初回治療
として眼球摘出を含む三者併用療法が行われたが
蝶形骨大翼部に再発を認め開頭し切除し、側頭筋
骨膜弁にて再建し術後照射24Gy施行した。しかし、
4か月後同部に再々発を認め硬膜を含めた腫瘍切
除術を施行、前頭筋骨膜弁にて頭蓋底を再建した，
術後の経過は良好で、現在外来通院にて顎義歯お
よび顔面エピテーゼを作製中である、，
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